
ひろしま市議会だより令和５年(２０２３年)１２月 第３１３号（4）
【
総
括
的
な
指
摘
・
要
望
事
項
】

●
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
自

主
財
源
の
確
保
は
財
政
運
営
の
安
定
性
と
行

政
活
動
の
自
主
性
を
確
保
す
る
上
で
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市
税
等
に
つ
い
て
、

効
果
的
・
効
率
的
な
収
納
体
制
を
整
備
す
る

な
ど
、
収
入
の
確
保
及
び
収
納
率
の
向
上
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
と
も

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
政
策
の
重
点
化
・
効
率

化
を
図
り
つ
つ
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
見

直
し
に
よ
り
、
経
費
の
縮
減
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
末
の
一
般

会
計
の
市
債
残
高
は
１
兆
１
６
９
４
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
将
来
世
代
へ
過
度
の
負
担
を

残
さ
な
い
よ
う
市
債
残
高
の
抑
制
に
よ
り
一

層
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
企
業
決
算
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
及
び
安
芸
市
民
病
院
事
業
い
ず
れ

も
、
そ
の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も

増
し
て
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
独
立
採

算
制
の
原
則
の
も
と
健
全
で
安
定
し
た
事
業

経
営
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
つ
い

て
は
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
基
本
に
全
庁
を
挙
げ
て
さ
ら
な
る

行
政
経
営
改
革
に
着
実
に
取
り
組
み
、
弾
力

性
の
あ
る
健
全
な
財
政
体
質
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

を
め
ざ
し
て
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
て
お
く
。

【
個
別
の
要
望
事
項
】

●
平
和
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
被
爆
体

験
の
継
承
・
伝
承
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
さ
ら
な
る
利
用
と
、

来
館
者
が
増
加
し
て
い

る
広
島
平
和
記
念
資
料

館
の
入
館
体
制
・
観
覧

環
境
の
整
備
や
被
爆
建

物
の
保
存
・
活
用
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
被
爆
の

実
相
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
原
爆
死

没
者
の
慰
霊
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
す
る
平
和
記
念
式
典
が
厳
粛
な
中
で

執
り
行
わ
れ
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
共
有
す

る
機
会
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

●
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
元

企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
や
業
者
負
担
の

軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
入
札
要
件
の
検

証
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
さ
ら
な
る
改
善

に
努
め
る
こ
と
。

●
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
雨

水
幹
線
や
雨
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
浸
水
対

策
施
設
の
整
備
等
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

●
消
防
行
政
に
お
い
て
は
、
組
織
全
体
の

対
応
力
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
職
員
個
々
の
適
性
な
ど

に
応
じ
た
人
材
育
成
や
女
性
消
防
吏
員
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
。
ま
た
、
消
防
団
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
通
し
て
消
防
団
の
認
知
度
向
上
を
図

る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、
消
防
団
の
将
来

を
担
う
人
材
の
確
保
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

●
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
公
会
計
移
行
後
に
未
納

額
が
増
加
し
て
い
る
原
因
を

精
査
し
た
上
で
、
未
納
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
や

発
生
し
た
場
合
の
対
策
を
し

っ
か
り
と
講
じ
る
こ
と
。

●
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、

い
じ
め
の
認
知
件
数
や
不
登
校
児
童
生
徒
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
傍
観
者
に
な
ら
な

い
取
組
や
誰
か
に
相
談
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
取
組
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
充
実
を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
等
の
拡
充

に
引
き
続
き
努
め
る
こ
と
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
内
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
客
促
進
に
向
け
て
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
お
も
て
な
し
機

能
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
夜
間
・
早

朝
の
活
用
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
等
に
よ

り
、
宿
泊
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
強
化
す

る
な
ど
、
滞
在
時
間
の
延
長
に
向
け
た
取
組

を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
。

●
循
環
型
社
会
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、
ご

み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
な
が

る
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
相
互
に
連
携
協

力
し
た
取
組
や
、
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
行

為
対
策
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み

の
持
ち
運
び
が
困
難
な
高
齢
者
の
増
加
な
ど

に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
上
で
、
将
来
に
わ
た

る
安
定
的
な
処
理
体
制
の
整
備
に
よ
り
一
層

努
め
る
こ
と
。

●
保
育
園
運
営
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
保
育
の
提
供
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
担
い
手
で
あ
る
保
育
士
の
確
保

に
向
け
た
就
業
支
援
や
処
遇
改
善
に
一
層
取

り
組
む
と
と
も
に
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
に

有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
悩
み
を
相
談
で
き

る
体
制
強
化
な
ど
、
離
職
防
止
に
つ
な
が
る

取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

●
こ
ど
も
医
療
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
と
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、
議
会
の
付
帯
決
議
を
踏
ま
え

て
、
対
象
年
齢
の
拡
大
や
所
得
制
限
の
見
直

し
な
ど
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
。

●
道
路
整
備
等
に
当
た
っ
て
は
、
良
好
な
都

市
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
現
在
着
手
中
の

事
業
を
早
期
に
完
了
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
既
設
道
路
の
維
持
補

修
を
着
実
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
・
財
政

的
な
影
響
を
勘
案
し
つ
つ
事
後
保
全
型
か
ら

予
防
保
全
型
へ
見
直
す
な
ど
、
適
切
な
管
理

に
よ
り
一
層
取
り
組
む
こ
と
。

決
算
特
別
委
員
長
報
告

区

分

議
案
番
号

件 名

質
疑
・
討
論

会派名　（　）内は所属議員数
議
決
結
果

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ（
14
）

市
民
連
合
・
市
民
の
声（
8
）

公
明
党     

（
8
）

日
本
共
産
党
（
6
）

新
政
ク
ラ
ブ
（
6
）

ひ
ろ
し
ま
清
風
会
（
4
）

広
島
維
新
の
会
（
3
）

清
流
ク
ラ
ブ
（
1
）

無
党
派
ク
ラ
ブ
（
1
）

自
民
党・至
誠
会（
1
）

新
風
ク
ラ
ブ
（
1
）

鈴
蘭
会         （
1
）

決
算
認
定
案
等

-

令和４年度各会計歳入歳出決算
第 1 号 一般会計
第 ８ 号 後期高齢者医療事業特別会計
第 ９ 号 介護保険事業特別会計
第 11 号 競輪事業特別会計
第 15 号 開発事業特別会計

× ×

認
定-

令和４年度各会計歳入歳出決算
第 ２ 号 母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計
第 ３号 物品調達特別会計
第 ４号 公債管理特別会計
第 ５号 市民球場特別会計
第 ６号 用地先行取得特別会計
第 ７号 西風新都特別会計
第 10 号 国民健康保険事業特別会計
第 12 号 中央卸売市場事業特別会計
第 13 号 国民宿舎湯来ロッジ等特別会計
第 14 号 駐車場事業特別会計
第 16 号 市立病院機構資金貸付特別会計
第 17 号 元宇品町財産区特別会計
第 18 号 高南財産区特別会計
第 19 号 三入財産区特別会計
第 20 号 小河内財産区特別会計
第 21 号 砂谷財産区特別会計

- 令和４年度水道事業決算
- 令和４年度下水道事業決算
- 令和４年度安芸市民病院事業決算
100 令和４年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 原

案
可
決101 令和４年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

令和５年第５回臨時会の議案と議決結果
：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

10 月 27 日の臨時会で

報告をする元田委員長

議決時の会派別所属議員
●自由民主党・市民クラブ
 （略称　自民党・市民クラブ ) （☎ 504-2734） 山路  椋木  西佐古  碓井  山田  母谷  八條  宮崎  平岡  水野  川口  三宅（朗） 豊島  沖本
●市民連合・市民の声 （☎ 504-2444） 山内  山本  岡村  若林  山下  有田  丸山  松本
●公明党 （☎ 504-2445） 碓氷  石田  川村  西田  並川  田中  川本  幸城
●日本共産党 （☎ 504-2446） 中森  中村  中原  清水  藤本  大西
●新政クラブ （☎ 504-2442） 平野  森野  木山  元田  三宅（正） 石橋
●ひろしま清風会 （☎ 504-2908） 桑田  定野  永田  森畠
●広島維新の会 （☎ 504-2946） 大田  福田  長井
●清流クラブ （☎ 504-2845） 大野
●無党派クラブ （☎ 504-2910） 門田
●自由民主党・至誠会
     （略称　自民党・至誠会 ) （☎ 504-2947） 亀井
●新風クラブ （☎ 504-2949） 木村
●鈴蘭会 （☎ 504-2948） 石川

■令和５年 10 月 27 日議決分

※新政クラブが１人欠席

※議長（自民党・市民クラブ 母谷議員）は表決には参加していません。
※討は討論があったことを示します。

広島平和記念資料館（本館）および平和記念公園

討




